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日頃より当院の地域医療連携業務にご理解ご協力を賜りまして深く感謝申し上げます。

地域医療連携室だより創刊より3年を迎えました。コロナ禍の中、新たな生活様式に加えコロナ

ワクチン接種等の諸問題も山積し不安を感じる社会状況です。

地域住民の皆さまの不安が払拭でき、安心して生活できるよう更に繋がり支え合う地域づくりを

目指し、地域病院としての役割を果たして参りたいと思います。

今後も変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

地 域 医 療 連 携 室 だ より

❖ 令 和 ２ 年 度 退 院 支 援 実 績 ❖

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝

8：30～12：00 〇 〇 〇 〇 〇

14：00～18：00 〇 〇 〇 〇 休診
休診休診

AKIHIKO TAMURA  M.D.,Ph.D.

田村内科医院 田村融彦です。

私事ですが、地元の鹿島区に開業して２４年経ちました。

その間、検査、入院で鹿島厚生病院をはじめ多くの病院の

皆様に大変お世話になりました。

今、日本は６５歳以上の、いわゆる、老人が４人に１人の

３０００万人を超えており、団塊の世代の方々が７５歳を

相双医療圏退院調整ルールに基づいて退院支援を実施しております。

今年度も保健・医療・福祉・介護関係機関と連携を図り「調整もれ０」を目指し退院支援を徹底致します。

R2.4 5 6 7 8 9 10 11 12 R3.1 2 3 計

退院者数 53 40 55 53 52 55 43 46 57 42 52 47 595

退院支援者数 28 18 23 20 16 20 27 19 21 23 19 22 256

転院支援者数 4 2 3 0 3 4 1 3 3 0 5 2 30

退院調整もれ数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鹿島厚生病院　　令和２年度　退院支援実績（一般・療養病棟総退院者より）

迎える２０２５年迄に所謂「地域包括ケアシステム」を構築することになって

います。医療と介護・福祉・介護予防・生活支援が相互に連携するように情報共有

と連携をより確実なものにするよう努力してまいりたいと思います。

今後とも宜しくお願い申し上げます。

●診療科目：内科・小児科・循環器科

●住所：南相馬市鹿島区横手字町田４６

●TEL： ０２４４－４６－１２３３



✿地域医療連携室だより

患者様に関するご紹介・ご相談・在宅診療

科に関するお問い合わせは、地域医療連携室

までご連絡をお願いいたします。

〒979-2442

南相馬市鹿島区横手字川原２番地

TEL : 0244-46-5125（病院代表）

0244-26-3861（地域医療連携室）

FAX : 0244-46-3948（地域医療連携室）

E-mail : kkhp-renkei@snow.ocn.ne.jp

［発行・編集］ 令和3年 6月発行

JA福島厚生連 鹿島厚生病院 地域医療連携室

看護師が2名体制となりました。地域の皆様と更に連携を深めて参ります。

栄養科には管理栄養士、調理師、調理員、事務員の9名おります。

入院患者様の食事の提供と入院・外来患者様への栄養指導を行っています。学校給食の

ように全員が一様に摂取することは困難で、患者様の疾患や嚥下力・嚙む力に応じた多種

多様な食事を提供しています。慢性疾患に対しての定期的な栄養指導を含め「退院後に

どのように食事を作れば良いのか」「すぐに満腹になってしまって十分な摂取ができない」

等の相談増加もあり、積極的に栄養指導を実施しています。

退院から施設等への入所時、問題なく食事摂取が出来るよう併設老健を始め各入所施設

等への情報提供を積極的に取り組んでいます。

「栄養」という言葉は、食べ物等に含まれる栄養素の他、人それぞれの

栄養素が使われる過程までを含めた意味を持ちます。食事・栄養のお悩み事が

ございましたら、地域医療連携室及び栄養科までご相談ください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止策

地域の皆様と

医療をつなげられる

よう頑張りたいと

思います❕
荒

○「三密」「感染リスクが高まる「5つの場面」」（特に食事の場面等）の徹底回避。

○季節の恒例行事に関する注意喚起。

○旅行等、県をまたぐ移動は、基本的な感染防止策を徹底し、できるだけ小規模分散。

新型コロナウイルス感染症対策分科会より

✾荒　可奈子 副看護師長

✾栗田　浩子 看護師

✾濱名　小百合
社会福祉士

精神保健福祉士

✾佐藤　俊希 社会福祉士

✾志賀　遥 事務 事務全般

令和3年度　地域医療連携室　職員紹介

後方支援

医療相談

前方・後方支援

地域医療連携全般

医療相談

令和３年５月１７日撮影

4月より技術部門の制服が一新、ますます業務にキレが増す薬剤科、3名です。

数年前より外来薬が院外処方になってから「病院薬局の仕事は何？」と多々質問される

事があります。薬剤科業務は多岐にわたっており、入院調剤、外来調剤（一部）、院外

処方箋チェック、外来化学療法、DI（医薬品情報管理）業務、個人注射セット、薬剤管理

指導業務（服薬指導）また、昨年から各病棟の内服薬カートへの配薬業務も開始しました。

先ずは患者さんの為に、薬の専門家として適正な薬物治療により医療の質を高める為、

他職種との連携を図りながら縁の下の力持ちとして

日々の業務に取り組んでいきたいと思います。

薬についてご不明な点があればお気軽にご相談ください。


